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高浜町

太川せりなちゃん

赤住

小林  千
ち さ

紗ちゃん

高浜町

藤田  紗
さあや

綾ちゃん

高浜町

川谷内星
せ な

凪くん

安部屋

平野  奏
かのん

音ちゃん

福浦港

佐渡  千
ちなつ

夏ちゃん

高浜町

新田  樹
じゅり

里ちゃん

高浜町

若松  真
ま い

衣ちゃん

安津見

上尾  心
ここみ

望ちゃん

高浜町

長田  琉
る い

愛くん

赤住

永谷 梨
り い

愛ちゃん

高浜町

山本笙
しょうたろう

太郎くん

ボ
ク
た
ち 

ワ
タ
シ
た
ち

む
し
歯
が
な
い
ん
だ
よ
。

平
成
24
年
12
月
20
日

　
　
　
　

の
健
診
分

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　・志賀町子育て支援課　☎ 32-9122　・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693

身
近
な

子
育
て
相
談
機
関
を
活
用
し
よ
う

「言っても聞かない子
どもを今日もたたい
てしまった」

「毎回自分を
　責めるのが
　つらい」

「たたいちゃダメ
　って自分でも
　わかっている
　のに…」

　

た
た
き
始
め
て
し
ま
う
と
「
歯
止
め
が
か
か
り
に
く
い
」
の
は
、
人
間

の
脳
の
特
性
で
す
。

　

何
か
を
始
め
て
し
ま
う
と
、そ
れ
が
単
純
な
作
業
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

「
よ
り
速
く
、
よ
り
多
く
」
し
よ
う
と
脳
が
働
く
の
で
す
。

　
「
た
た
き
始
め
な
い
こ
と
」
が
コ
ツ
で
す
。
た
た
き
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

子
ど
も
の
そ
ば
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。
離
れ
た
と
こ
ろ
で
深
呼
吸
し
て
も
い

い
し
、
少
し
叫
ぶ
の
も
い
い
。
鏡
で
自
分
の
顔
を
見
て
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
子
ど
も
を
た
た
き
た
く
な
っ
た
自
分
の
本

当
の
気
持
ち
が
鏡
の
中
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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米町

滝岡  心
ことね

音ちゃん

北吉田

石川　蓮
れん

くん

矢田

出崎  未
み も

萌ちゃん

西山台

渡野  璃
り く

空くん

矢蔵谷

古川  大
ひろと

翔くん

火打谷

出水  来
くるみ

実ちゃん

北吉田

稲垣  汐
しおり

織ちゃん

矢駄

泉ひよりちゃん

不妊治療費不妊治療費
を助成しますを助成します

不妊治療に係る費用の一部を助成しています。

◎一般不妊治療

タイミング療法、薬物治療、手術療法、人工
授精など

　【助成金額】
　自己負担額の２分の１以内の額で限度額は
　年70,000円

　※県内に１年以上住所があり、町内に住所を
　　有して１年未満の人の限度額は年50,000円

　【助成期間】
　連続２年間
　※ただし、人工授精など医療保険適用外は
　　５年間

◎特定不妊治療

　体外受精、顕微授精

　【助成金額】
　県の助成を優先。
　自己負担額から県の助成を除いた額の７割で、
　一般・特定合わせて年700,000円を限度。

　 【助成期間】
　通算５年間（連続でも隔年でも可能）

　必要書類など詳しくは、お問い合わせください。

【問い合わせ・申し込み先】
　子育て支援課　☎ 32‒9122

対象者
　治療を受ける以前に、町内に１年以上住所を有
し、夫婦合算の年間所得額が730万円未満の夫婦

申請期間

診療日の属する年度内（４月１日～３月31まで）

　

子
育
て
に
行
き
詰
っ
た
と
き
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
周
り
の
人
の

協
力
を
得
た
り
、
町
の
各
相
談
窓
口
や
地
域
の
保
育
園
（
マ
イ
保
育
園
）、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
・
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
、
子
育

て
を
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
制
度
・
機
関
な
ど
を
積
極
的
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

（「
マ
マ
・
パ
パ
子
育
て
応
援
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
よ
り
）
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　旭日単光章を受章された元志賀町議会議員の故・安中龍
夫氏の叙勲伝達式が12月20日（木）に行われ、親族の俊宏さ
んに小泉町長から勲記と勲章が手渡されました。
　安中さんは、昭和58年に町議会議員に当選以来、４期
16年の間、総務常任委員会委員長、農林商工建設常任委
員会委員長、議会広報特別委員会委員長などを歴任しまし
た。その間、議員定数条例改正の実現、能登中核工業団地
への企業誘致など生活環境の向上や産業の活性化に大きく
貢献しました。

　能登中核工業団地に立地し、カレンダーを製造している
㈱ＴＳＧの安中喜伸取締役工場長が、12月20日（木）に役場
を訪れ、2013年版の日めくりカレンダー 80部を寄贈しま
した。寄贈は今年で４回目。
　カレンダーは、志賀町の特産品や名所をあしらった、こ
ろ柿や機具岩などがカラー写真印刷され、「志賀町ですよ。」
のキャッチコピーが全ページに書かれています。
　寄贈されたカレンダーは、町の福祉施設などに配られま
した。

　１月13日（日）に加茂小学校の運動場で、加茂小PTAと
児童ら約80人が集まり、左義長が行われました。
　学校の裏山で伐採した青竹３本を芯に、学校田の収
穫時に取っておいたわらを巻きつけた高さ約６ｍの松
明。しめ飾りや門松、児童らの書き初めが持ち寄られ、
神事のあとに火がつけられました。
　赤い炎とともに音を立てて燃え上がり、書き初めが
空高く舞い上がる様子を見ながら、児童らは習字の上
達や元気に過ごせることを願いました。

小泉町長から勲記と勲章を受け取った安中俊宏さん

カレンダーを寄贈した安中喜伸工場長（左）

故 安中龍夫氏に旭日単光章

日めくりカレンダーを寄贈

習字の上達、無病息災を願う

地方自治への功績が認められる

カレンダー製造会社㈱ TSG

加茂小学校で左義長

◀加茂小学校で行われた左義長

◀児童らは書き初
め用紙を自分たち
で左義長につけて
いました
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　志賀町を主舞台に撮影され、12月に県内先行上映され
た映画「リトル・マエストラ」。ロケ支援委員会が実施した
特産品プレゼントキャンペーンの抽選会が、12月25日（火）
に行われました。
　キャンペーンは、県内５映画館で鑑賞した観客を対象に
行われ、応募総数は538件。ころ柿を30人、能登牛、車エビ、
加能ガニをそれぞれ６人ずつ選ばれました。
　志賀町に足を運んでもらうことを願い、ロケ地マップや
志賀町観光ガイドも合わせて12月26日（水）に商品が発送さ
れました。

　１月11日（金）に法務大臣から人権擁護委員の委嘱状と退任
される委員への感謝状の伝達式が行われました。
　退任される金谷由紀枝さん（高浜町）は、３期９年間にわた
り、委員として地域の活動に貢献され、その功績により法務
大臣から感謝状が贈呈。新任の青山洋子さん（高浜町）、前田
正子さん（中浜・２期目）の２人には委嘱状が交付されました。
　小泉町長は、｢金谷さんには、地域住民のための献身的な
活動に対し心から感謝し、今回委嘱された２名の皆さんには、
町民のよきアドバイザーとして、地域に密着した活動をして
下さい｣と話しました。

　町内の小中学校で３学期が始まった１月８日（火）に、
高浜小学校で校内書き初め大会が行われました。
　１、２年生は硬筆、３年生以上は毛筆。「はるの光」「思
いやり」「春待つ心」「輝く希望」の課題をもとに、児童
たちは真剣な表情で書き初め用紙に筆を運びました。
　冬休み中に100枚以上練習したという生徒もいる中で、
「字のバランスを考えながら書くことが難しい」と話す児
童もいました。作品は、廊下に張り出されました。

真剣な表情で筆を入れる児童

左から青山洋子さん、前田正子さん、金谷由紀枝さん

厳正な抽選を行った抽選会

高浜小で校内書き初め大会

映画に合わせ志賀町の味覚を発信

献身的な活動に感謝・期待

冬休みの練習の成果を披露

特産品プレゼント抽選会 

人権擁護委員感謝状・委嘱状伝達式

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
で
、
次
の

も
の
を
整
備
し
ま
し
た
。

◎
小
型
除
雪
機
購
入
事
業

　

自
力
で
の
除
雪
が

困
難
な
高
齢
者
世
帯

な
ど
に
対
し
て
、
作

業
を
支
援
す
る
目
的

で
小
型
除
雪
機
２
台

を
整
備
し
ま
し
た
。

◎
富
来
小
学
校
パ
ソ

コ
ン
整
備
事
業

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
学
習
用
パ
ソ
コ
ン

が
機
能
的
に
古
く
な
っ
た
た
め
、
生
徒
用
パ
ソ

コ
ン
40
台
、
教
師
用
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
更
新
し

ま
し
た
。

◎
中
核
工
業
団
地
消
雪
施
設
改
修
事
業

　

中
核
工
業
団
地
内
の
融
雪
装
置
を
作
動
さ
せ

て
い
る
水
中
多
段
ポ
ン
プ
が
老
朽
化
し
た
た

め
、
機
器
を
更
新
し
ま
し
た
。

◎
消
防
自
動
車
購
入
事
業

　

こ
れ
ま
で
堀
松

分
団
で
使
用
し
て

き
た
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
が
老
朽
化

し
た
た
め
、
車
両

を
更
新
し
ま
し
た
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
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▲訓練を行う消防団

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

◆
石
川
県
知
事
定
例
消
防
表
彰
◆

功
労
章

　

高
蔵
一
弘
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
消
防
司
令
補
）

永
年
勤
続
功
労
章
（
15
年
以
上
）

　

小
川
謙
二
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
消
防
士
長
）

　

谷
口
智
一
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
消
防
士
長
）

消
防
団
員　

永
年
勤
続
功
労
章
（
15
年
以
上
）

　

木
谷
茂
之
（
福
浦
・
分
団
長
）　

橋
場　

仁
（
西
増
穂
・
副
分
団
長
）

　

中
家　

功
（
加
茂
・
部
長
）　

小
堀
勇
二
（
西
増
穂
・
部
長
）

　

清
水
泰
成
（
稗
造
・
班
長
）　

浦　

和
也
（
福
浦
・
班
長
）

　

井
高
義
則
（
西
海
・
班
長
）　

岡
本
友
樹
（
東
増
穂
・
団
員
）

　

西
川　

大
（
志
加
浦
・
団
員
）　

泉　

満
仁
（
加
茂
・
団
員
）

　

松
田
睦
夫
（
富
来
・
団
員
）

◆
志
賀
町
長
表
彰
◆

退
団
者
感
謝
状
（
15
年
以
上
）

　

川
田
一
久
（
元
志
賀
町
消
防
団
・
団
長
）

　

悟
道
博
之
（
元
加
茂
分
団
・
分
団
長
）

　

深
山
明
彦
（
元
富
来
分
団
・
分
団
長
）

　

丸
山
英
樹
（
元
熊
野
分
団
・
分
団
長
）

　

奥
下
謙
治
（
元
西
増
穂
分
団
・
分
団
長
）

　

角
花　

学
（
元
西
浦
分
団
・
分
団
長
）

　

堀　
　

聡
（
元
西
増
穂
分
団
・
部
長
）

　

寺
田　

司
（
元
稗
造
分
団
・
班
長
）

◆
志
賀
町
消
防
団
長
表
彰
◆

優
良
団
員
章
（
５
年
以
上
）

　

浦
野　

一
（
富
来
・
班
長
）　

薄
川
政
和
（
西
海
・
班
長
）

　

川
上
英
隆
（
堀
松
・
団
員
）　

谷
内
憲
幸
（
土
田
・
団
員
）

　

北
岡
甚
八
（
福
浦
・
団
員
）　

濱　

能
史
（
福
浦
・
団
員
）

　

福
田
政
晴
（
高
浜
・
団
員
）　

飯
山
和
浩
（
稗
造
・
団
員
）

1/26

　

志
賀
町
消
防
団
出
初
式
が
１

月
５
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
志

賀
町
消
防
団
16
分
団
と
消
防
署

員
の
約
３
０
０
人
が
志
賀
町
防

災
公
園
に
結
集
し
、
心
新
た
に

精
励
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。
式
で
は
島
田
好
明
団
長
が

「
１
年
間
消
防
団
員
全
員
が
一

丸
と
な
り
、消
防
技
術
の
向
上
、

地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

り
ぬ
く
た
め
に
精
進
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
観
閲
式
と
消
防
職

員
や
功
労
団
員
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
後
、
神
代
川
で
の
消
防

団
、
消
防
署
員
に
よ
る
威
勢
の

良
い
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
見

物
人
は
新
春
の
青
空
に
高
々
と

上
が
っ
た
水
柱
と
放
水
に
よ
っ

て
現
れ
た
虹
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

安
心
安
全
の
決
意
を
新
た
に

安
心
安
全
の
決
意
を
新
た
に

文
化
財
を
守
る
た
め
訓
練

　

20
日(

日)

に
文
化
財
火
災
防
ぎ
ょ

訓
練
が
光
済
寺
（
代
田
）
と
恵
光
寺
（
富

来
領
家
町
）
の
２
カ
所
で
行
わ
れ
、
町

の
大
切
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、

文
化
財
へ
の
愛
護
と
防
火
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

光
済
寺
で
は
落
雷
に
よ
り
本
堂
か
ら

出
火
、
恵
光
寺
で
は
雑
木
林
か
ら
出
火

し
、
強
風
で
寺
院
本
堂
へ
延
焼
拡
大
す

る
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
志
賀
地
域

に
は
志
賀
消
防
署
、
土
田
分
団
、
代
田

区
、
代
田
自
警
団
が
、
富
来
地
域
で
は

富
来
分
署
、
富
来
分
団
、
富
来
領
家
町

区
が
と
も
に
参
加
、
協
力
し
、
消
火
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
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予定価格 年式 定員 走行 排気量 車検

10,000 円 平成 14 年 ５人 299,000  ㎞ 2.49 Ｌ H25.3

予定価格 年式 定員 走行 排気量 車検

5,000 円 平成８年 ２人 (5人 ) 113,000㎞ 1.33 Ｌ なし

トヨタ　クラウン　TA-JZS171

入札期間
２月 ４ 日月

２月 18 日月

開札日
２月 19 日火

予定価格 年式 定員 走行 排気量 車検

400,000 円 平成 7年 8人 11,000㎞ 4.56 Ｌ H25.10

三菱　消防車　KC-FG538C 改

トヨタ　カローラバン　R-EE102V

〜

消防車はサイレン、赤色
灯、町に関する印字、ロ
ゴマークなどを取りはず
しまたは消した状態での
引き渡しとなります。

役場本庁舎に展示
してあります。
必ず現車を確認し
てから入札してく
ださい。
詳しくは企画財政
課管理室（☎ 32-
9230）まで。

公有財産（車両）を売払いします

灯油を漏洩させないための対策
○ホームタンクからポリ容器に小分け中
は、絶対にその場を離れない。

○給油後は、タンクのバルブを完全に締
めたか確認する。

○ホームタンクや配管に老朽化（腐食・
破損）がないか事前に確認する。

○ホームタンクには満タンで自動的に停止
する装置（自動停止装置）を設置する。

○配管の周りは除雪し、積雪や落雪による配管の破損を
　防ぐ。

○ホームタンクの残量の減少が著しいときは、灯油など
　の流出がないか確認する。

○ホームタンクは転倒しないように、堅固に固定する。

万が一漏洩した灯油が周囲に流出しないための対策
○ホームタンクの周囲に危険物が流出しないよう囲いを
　設置する。

ストップ !! 
家庭用ホームタンクからの

灯油流出事故

火災・救急・救助は119 番　防火・防災・救急に関するお問い合わせ
志賀消防署 ☎ 32-1776　富来分署 ☎ 42-1211

問羽咋郡市広域圏事務組合消防本部・警防課警防係　☎ 22-0089

　羽咋郡市広域圏事務組合消防本部では、㈶自治
総合センターの平成 24 年度コミュニティ助成事
業（地域防災組織育成助成事業）を活用して、防
火広報用視聴覚資器材（液晶プロジェクター、デ
ジタルビデオカメラ、デジタルカメラ、放送設備
等）を整備しました。
　整備した資器材は、羽咋郡市の女性防火クラブ
が行う各種訓練や啓発活動などに積極的に活用
し、地域住民の方々に対して防火思想の高揚を図
ります。

危険危険

※ 注意 ※
灯油などの危険物が流出すると、火災危険はもとより、河
川の汚濁、水道水源の汚染、農作物の汚染、地下水・土壌
の汚染など多大な環境汚染を招きます。

宝くじの助成事業を活用して

防火広報用視聴覚資器材を整備


